
第９号様式　その１

１　事業者の氏名等

２　報告する事業所等の全体の状況（平成29年度）

３　地球温暖化対策のレベル

４　事業者としての取組

５　特記事項

（日本工業規格A列4番）

事 業 者 の 氏 名
(法人にあっては名称
及び代表者の氏名 )

組織体制の
整備の状況

A107 排出状況の整理・分析・提供

A116 所内会議・研修会等で報告

A102 温暖化対策推進担当の配置

A103 具体的な取組目標と内容の設定

対策番号 対策名 対策番号 対策名

A104 取組状況の点検体制の構築 A101 地球温暖化対策の方針等の設定

重 点 対 策 の レ ベ ル 2

取組方針

地球温暖化対策として、各施設で、クールビズ、ウォームビズの徹底を推進し、室内温
度が、夏は28℃、冬は20℃になるよう適切な空調の管理を行う。昼休みや退庁時など、
不必要な照明は消灯する。また、本庁舎においては、午後５時45分の消灯を促しを実
施する。長時間使用しないパソコンやプリンター等の電気機器類は、不使用時に電源
を必ず切るようにする。低公害車の導入を図る等、CO2削減に取り組む。市独自の環
境マネジメントシステム「エコオフィスプラン21」の徹底を図り、各職場の職場推進員を
中心に省エネ、省資源、ごみ減量・リサイクルの推進に取り組む。施設改修及び設備更
新時は、省エネに寄与する高効率な機器等を可能な限り導入する。

重点対策 その他対策

条例第8条の23第2項
報 告 事 業 所 数

120 事業所 原油換算エネルギー
使 用 量 の 合 計 541 kl

条例第8条の23第1項
報 告 事 業 所 数

20 事業所 原油換算エネルギー
使 用 量 の 合 計 3,426 kl
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